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「美」の旅 ’21

根室市外三郡医師会
町立別海病院

山
や ま

内
う ち

　　修
おさむ

　昨年（2021）11月、私は妻と一緒に鳥取県から山

口県にかけて旅行に行きました。その時にいろいろ

な「美」と出会うことができたので、備忘録的に記

したいと思います。地図をご用意ください、一緒に

行ってみましょう。（　）内は車の移動距離。

①鳥取駅のＨ
ホテル

→②大江ノ郷自然牧場→③人形峠→④

妖精の森ガラス美術館→⑤白壁倶楽部→⑥琴
こと

櫻
ざくら

記念

館→⑦三
み

朝
ささ

ヴァイオリン美術館→⑧キュリー夫人広

場（106㎞）

　レンタカーを借りて出発です。③かつてウラン鉱

石が採れた場所。④人形峠のウランを着色料として

使用したガラス器の展示・販売所。紫外線ライトで

美しい蛍光発色。⑤倉吉市内でオムライス美味。⑥

美しい「不
し ら ぬ い

知火型」の土俵入り。⑦バラバラのヴァ

イオリン部品で魂
こん

柱
ちゅう

をマジ見。

⑨鳥取県の三
み

朝
ささ

温泉のＨ→⑩蒜
ひる

山
ぜん

高原→⑪足立美術

館→⑫安
やす

来
ぎ

節
ぶし

演芸館（127㎞）

　⑩スイスを思い出す牧歌的な美しい眺望。⑪「喫

茶室・大観」で昼食（美味しいビーフカレー）後、

急いで回って４時間の滞在。美しい庭園と横山大観

の美麗なる絵画に圧倒される。⑫足立美術館の隣に

あり、ここの昆布茶は美味（昆布は北海道産）。

⑬鳥取県の皆
かい

生
け

温泉のＨ→⑭美
みほのせき

保関の灯台→⑮水木

しげるロード→⑯ベタ踏み坂→⑰島根県の日本庭園

由
ゆう

志
し

園
えん

→⑱彩雲堂→⑲コメダ珈琲店→⑳松江城→㉑
小泉八雲記念館（93㎞）

　⑭往訪３日前に重要文化財指定、一階に９時から

のレストランあり。江
え

差
さし

との北前船の寄港地。⑰

「牡
ボ

丹
タン

の館」では一年中美しい牡丹が咲く。⑱美味

しい和菓子の店。⑲ナポリタン美味、私のコメダ初

体験。⑳ここで私たちは国宝５城を制覇。㉑今年の

「医報」５月号の拙著参照。

㉒島根県の玉
たま

造
つくり

温泉のＨ→㉓八
や

重
え

垣
がき

神社→㉔荒
こう

神
じん

谷
だに

博物館→㉕献上そば羽根屋本店→㉖広島県の奥田元

宗小由女美術館→㉗辻村寿三郎人形館（137㎞）

　㉓硬貨を紙に乗せ池に浮かべ、沈む距離と時間で

恋占い。㉕開店前に行列、五色割子そば超絶美味。

㉗「開運！なんでも鑑定団」に個人出品の、美・恐

ろしい人形「玉
たま

梓
ずさ

」（5,000,000円）のことを訊
き

く１）。

㉘広島県三
み

次
よし

市のＨ→㉙山口県の防
ほう

府
ふ

天満宮→㉚宮

の蕎麦兎屋→㉛山頭火ふるさと館→㉜毛
もう

利
り

氏庭園

（博物館）→㉝大楽寺→㉞湯田温泉のＨ（224㎞）

　㉙学問の神様、菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

公を祭った神社です。11

月にて受験生の姿がちらほら。絵馬は何枚も掛けて

ありました。文
もん

章
じょう

博士の次に右大臣となった彼は、

その後政治的に失脚します。左遷先は九州の大宰府

で、２年後59歳で死去。死後に疫病や落雷・洪水な

どの災害が相次ぎます。道真公が怨霊となり、国を

滅ぼしていると恐れられたのです。彼の霊を鎮める

ため、各地に神社（天満宮）を建てました。怨霊か

ら「天神様」になったのです２）。

　㉛この日は休館日でした、残念。

　㉜一本では折れるが「三本の矢」を束ねると折れ

ない、の言葉は毛利元
もと

就
なり

とされます。それを書いた

であろう「三子教訓状」が現代語訳つきで展示され

ていました（重要文化財）。「三兄弟が仲良く協力し

て、毛利の家名を大切にし、長く繁栄をはかるよう

に」と書いてあります。「矢」は出てきませんが、

これが「三
さん

矢
し

の訓
おしえ

」になったとのことです３）。

　㉝伝説の美しい女優・夏目雅子が眠っているお寺

です。彼女は1957年12月17日東京都生まれで、19歳

時にカネボウ化粧品のCMで注目されます。その後、

テレビ「西遊記」や映画「鬼龍院花子の生涯」など

で活躍し、26歳時に伊集院静と結婚。27歳の２月に

急性骨髄性白血病と診断され入院。治療を進めるも、

９月11日に死去しました。

　大楽寺では直接、彼女の眠るお墓に行きました。

すると墓石に５円玉や10円玉が並んで置いてあった

のです。私も５円玉を置いてお参りをしました。そ

の５円の製造年が平成27年だったのです。夏目氏は

27歳で亡くなっています。

　偶然同じ数字と話しつつ車に戻ると、妻が「彼女

の死と三浦和義４）の逮捕は、たしか同じ日だった

のでは？」とのこと。別海に帰り図書館で北海道新

聞を当たってみました。確かに1985年９月11日の10

時16分死亡、片や23時26分逮捕でした。

　ここで西洋占星術のボイド時間５）が関係してい

るかもしれない、と思い調べてみました。ボイド時

間帯は一週間に３ヵ所ほどあり、夏目氏はボイド、

三浦氏はボイドではない、でした。夏目氏はみんな

が悲しむ「魔の時間帯」に亡くなっていたのです。

　「ひまわりの　美人薄命　旅終わり」（涙）。

〈参考・補足〉

１）寿三郎11歳時広島市

内から三次に転居。その

４日後に広島原爆。　

２）森　公章著「天神様

の正体」。

３）読売新聞「毛利元就

没後450年特集」。

４）1981年ロス事件の「疑

惑の銃弾」の主役。

５）今井由利香著「月が

創る魔の時間　ボイド」。


